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研究課題の概要 

本研究は、地域解像度の高い早期警戒システム（ＥＷＳ）の開発とデジタル技術を活用し、ベトナム

における土砂災害リスクの低減と投資効果の高い防災対策手法を確立する。具体的には、（１）Ｘバン

ド気象レーダ※と衛星リモートセンシング技術を活用した広域・高解像度観測、（２）植生および土地

利用を考慮した新規性の高い土砂災害シミュレータの開発並びに気象観測データとのリアルタイム連

携によるＥＷＳの実装を行う。さらに、（３）政府災害管理システムへの統合と防災アプリの開発を通

じ、中央・地方の災害情報連携と住民の早期行動・共助の促進に取り組む。また、（４）シミュレータ

を活用した災害リスクの可視化と対策工の効果検証を行い、費用対効果に基づく評価手法を開発する。

次世代防災リーダーの育成、技術移転、共同研究の拠点形成を通して、将来的にはＥＷＳのモンスー

ン地域全体への展開と国際標準化を目指す。 

※降水粒子の種類や強度を詳細に識別し、局地的な降水分布を高解像度で観測可能なレーダ 

 

  


